
  

多面的・継続的に取り組む食に関する指導  

－「『朝ごはんを食べよう !』プロジェクト」の取組を通して－  
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１ 「『朝ごはんを食べよう!』プロジェクト」について 

 さいたま市では学校・家庭・地域・行政が協力し、「早寝・

早起き・朝ごはん」「ノーテレビ・ノーゲームデー」「お手伝

い」の３つを重点に、平成２２年度から２４年度までの３年

間、「すくすく のびのび 子どもの生活習慣向上」キャン

ペーンに取り組んでいる。  

全国学力・学習状況調査によると、平成１９年度から平成

２２年度まで、全国的には児童生徒の朝食を毎日食べている割合が増加傾向を示

していたが、市内児童生徒については、平成２２年度に減少するとともに、平成

２３年度さいたま市学習状況調査においても減少している。  

そこでさいたま市教育委員会では、平成２４年４月から平成２５年３月までの

１年間、さいたま市 PTA 協議会と連携協力し、「『朝ごはんを食べよう !』プロジ

ェクト」（以下プロジェクト）を推進することにより、児童生徒の生活習慣向上

を図っていくこととした。本校においてもこの趣旨の基、取組を行うこととした。  

２ 指導の実際 

(１ ) 日常の業務から広げる  

 プロジェクトの通知を受けて、まず自分の業務に「朝ごはん」の指導を取り入

れることができるかを検討した。１年間の取組のため、継続的に行うことができ

るように、４月の段階で内容を決定し、取組を始めた。  

ア 給食だよりにおける「朝ごはんのレシピ」紹介  

 毎月、給食だよりの一定スペースにレイアウトを

取り、朝ごはんのレシピを紹介した。その際、レシ

ピだけではなく、朝ごはんの大切さやレシピの意図

なども併せて掲載することにより、保護者の意識を

高めるようにした。  

イ 料理クラブにおける「朝ごはんに合う」料理づくり  

 児童料理クラブでは、計画→実習のサイクルで調理実習を行なっている。児童

主体の活動だが、教員から朝ごはんに合うようなレシピを意図的に提供すること

により、実習のメニューに取り入れられている。また、活動のまとめとして、担

【給食だよりのレシピ紹介】 



当教員から「今日のメニューは、朝ごはんにも合うよね。」と声を掛けることに

より、児童の意識を高めるようにした。  

ウ 授業との関連付け  

 第５学年家庭科の「五大栄養素」の学習において、自

分の朝ごはんに含まれる食品を五大栄養素に分類する

活動を取り入れた。このことにより、児童が自分の朝ご

はんの内容にも関心をもち、よりよい朝ごはんを食べよ

うとする意欲を高めることができた。また、ワークシー

トから児童の朝ごはんの内容を把握することにより、事

後の指導に生かすことができた。  

(２ ) さいたま市の取組を広げる  

 さいたま市教育委員会では、プロジェクトにおいて３つの取組を行っている。

これらの取組を活用し、本校で広げていくこととした。  

ア 「さいたま市 PTA 協議会 おすすめ！朝ごはんレシピ」の情報提供  

 プロジェクトの詳細はさいたま市ホームページ（さいたま市ホームページ→暮

らしのガイド→教育・文化→「朝ごはんを食べよう！」

プロジェクト）で公開されており、PTA 協議会で取

りまとめたレシピ集もホームページからダウンロー

ドできる。しかし、このことはレシピ作成に携わっ

た一部の保護者しか知らない。そこで、このホーム

ページの存在を給食だよりや給食試食会などで紹

介し、参考にしていただくようにした。  

イ 「毎月１９日は食育の日『早寝・早起き・朝ごはん』デー」の制定  

 「毎月１９日は食育の日『早寝・

早起き・朝ごはん』デー」この文言

は、保護者や児童の目に留まるよう、

給食の盛り付け表の枠外に毎月記載

している。また、１９日には教職員への連絡（日報）にお

いて「『早寝・早起き・朝ごはん』デー」であることを伝え、その日に特に指導

してほしいことを示すことで継続的な指導ができるようにした。 

ウ 啓発ポスター、シールの作成・配付  

さいたま市から支給されたポスターを全教室及び廊下等

に掲示することにより、啓発を図った。  

 また、全児童数分支給されたシールについては、懇談会の

日に合わせて配付を行うとともに、学校長から本プロジェク

トの趣旨と取組について説明をした。説明については、あら

【家庭科ワークシート】 

【啓発シール】 

【盛り付け表の記載】 

【おすすめ！朝ごはんレシピ】 



かじめ栄養教諭から伝えてほしい内容を原稿として学校長に渡し、講話内容に取

り入れていただくようにした。また、懇談会資料として給食だよりを作成し、保

護者へ配付した。懇談会において各学級担任からもプロジェクトの説明ができる

ように、伝えてほしい内容の原稿を栄養教諭が作成した。このことにより、全学

級で同じ指導内容の周知徹底ができた。  

(３ ) 教職員から広げる  

ア 学級担任との連携  

 職員会議において、本プロジェクトの趣旨と本校における取組方法を栄養教諭

から提案することにより、全教職員の理解と協力を得るようにした。取組方法は、

各学年の教員と給食主任、栄養教諭から成る給食部会において決定し、栄養教諭

から提案を行った。具体的には、毎週金曜日の朝の健康観察時に、各学級担任が

「朝ごはんを食べてきたか」声掛けを行う。定期的・継続的に声を掛けることに

より、児童の意識を高めるようにする。また、声掛けが形骸化しないよう、季節

や児童の様子に基づきながら声掛けのポイントを示すようにした。  

例）給食の主食の残菜が増加傾向にある時期は、朝ごはんで確実に主食を食べる

よう声掛けをする。  

イ 養護教諭との連携  

 長期休業前に養護教諭が配付している「歯みが

きカレンダー」に食事の項目を加えてもらった。

「歯みがきカレンダー」は、養護教諭が作成した

もので、児童が楽しみながら継続できるように合

計得点をつけるものである。今回、朝ごはんの項

目の得点を高く設定してもらい、朝ごはんを食べ

る意欲を高めるようにした。また、回収後の「歯みがきカレンダー」の集計を協

力して行うことにより、長期休業中の児童の実態を把握することができた。  

(４ ) 給食委員会から広げる  

ア ポスターの作成  

 年度当初の委員会活動の時に「朝ごはんを食べな

い日がある人が増えてきている。給食委員会ででき

ることはないか。」と児童に投げかけた。アンケート

調査や劇の発表などの提案も出てきたが、実際の活

動を具体的に考えさせることにより、「ポスターの作

成」と「放送での呼びかけ」に決定した。翌月の委

員会活動の時間でポスターが完成し、廊下等に掲示することができた。ポスター

を掲示することにより、給食委員会も本プロジェクトに取り組んでいることが認

識され、さらなる啓発とすることができた。  

【歯みがきカレンダーの記載】 

【ポスター作成の様子】 



イ 放送での呼びかけ  

 本校では、毎日の給食の時間に、その日の給食について給食委員会から放送を

行っている。この放送の最後に朝ごはんについて一言入れることにより、意識を

高めるようにした。朝ごはんについての一言は、曜日ごとに定型文とし、繰り返

し聞くことによって朝ごはんの大切さや効果を理解できるようにした。  

(５ ) 地域に広げる  

 各地区の栄養教諭・学校栄養職員が所属するさい

たま市栄養士会の研究部会においても、プロジェク

トの検討を行った。本校が所属する見沼区・岩槻区

の研究部会では、例年、給食のメニューからレシピ

を作成し、地域の公民館等で配布する活動を行って

いる。本年度は、このレシピを朝ごはんに合うもの

に絞り込み、作成・配布を行った。このことにより、プロジェクトを地域に広げ

ることができた。  

 本校では、地域ボランティアの方々の招待給食の時にこのレシピのメニューを

取り入れ、レシピの配布も行ったところ、好評を得ることができた。  

３ 実践の結果と考察 

 平成２４年度さいたま市学習状況調査によると、本校は市平均に比べて朝食を

毎日食べている割合が高い（下図参照）。この状況をさらに良好なものにしてい

くためには、継続してプロジェクトを行っていくことが有効である。また、今後

の課題としては、児童の朝ごはんの内容を、よりバランスの良いものにしていく

ことが挙げられる。引き続き、具体的なデータを収集し、PDCA サイクルに基づ

いて成果を検討できるようにしたい。  

 また、本プロジェクトは栄養教諭一人では実践できない。学校長をはじめ、各

学級担任、児童給食委員会、PTA の協力の基に推進していくことで、学校全体

の成果が挙げられるものである。これが、食に関する指導において栄養教諭・学

校栄養職員に期待される「連携・協力」「中核として」の役割であると実感する

ことができた。  

【地域に配布するレシピ】 

【平成２４年度さいたま市学習状況調査の結果】 
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朝ごはんを毎日食べていますか。 


